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●居宅介護支援事業所：
アイスタッフケアステーション大師

●訪問介護事業所：
アイスタッフ大師

●通所介護事業所（デイサービス）：
アイスタッフガーデン十番地

11月号

第７期かわさき健幸福寿プロジェクト

金賞・銀賞・銅賞 5年連続受賞

もも忍
者だより

訪問介護部門より

（記：アイスタッフ大師 サービス責任者  大隅）

１０月２６日から１１月７日頃までの間を二十四節気では『霜降
（そうこう）』と言いますが、朝晩の冷え込みがさらに増し、北国や
山里では霜が降りはじめるころです。
この二十四節気をさらに分けた七十二候では11月2日から6日を
『楓蔦黄（もみじつたきばむ）』と言うそうです。これはもみじや蔦が
色付いてくるころのことで、葉が赤色に変わることを「紅葉（こうよ
う）」、銀杏のように黄色に変わることを「黄葉（こうよう・おうよう）」
と言い、秋の山が紅葉することを『山粧う（やまよそおう）』と表現し
ます。深まる秋を言い表す美しいことばの数々…素敵なことばや
表現のある日本語という文化を大切にしたいですね。
日一日と寒さが募ってまいります。ご自愛専一にてお過ごしくだ
さい。

第７期かわさき健幸福寿プロジェクトにおいて、
アイスタッフは事業所として、３部門（訪問、居宅、
デイサービスの部門）で金賞・銀賞・銅賞を５年
連続で受賞いたしました。受賞された皆さま、誠
におめでとうございます！

訪問介護 あるある
どんな仕事でもその仕事に特化した「あるある」があるかと思います。今回は訪問介護員の職業
柄感じている事を、いくつかご紹介します。
【マイトイレマップがインプット】 基本的に利用者様宅のトイレ借用はしません。一日何件も訪問
する場合は独自のトイレ休憩マップが形成されていて、いざという時の避難場所になっています。
【天気予報に敏感】 同じく一日何件も訪問する場合、雨天の移動は実際の訪問活動より体力を
使うと感じるヘルパーさんも多く、またご利用者様宅で行う雨具着脱動作が意外と苦労に感じる
ヘルパーさんも少なくありません。
【利用者様が家にいない】 ヘルパーさんなら誰もが一度は体験済かと思いますが、訪問時間に
利用者様が不在。ヘルパーさんはいるはずの利用者様がいない事に多少なりとも動揺します、
そんな時のルールは事務所に連絡をいれて３０分待機し、ご利用者様の帰りを待ちます。
訪問ヘルパーさんは大変な事もありますが、やりがいも感じる誇れる仕事です。
そんなヘルパーさんを必要とするご利用者様宅に、今日も私達は訪問いたします！

訪問チームの研修
10月20日㈮

訪問部門の研修が行
われました。今回の研
修のテーマは「車いす
介助について」でしたが、
皆、真摯な姿勢で研修
に参加していました。

http://www.athlete-all.co.jp/


冬めく風も吹き
始めました。
風邪など召され
ませんように✨

お譲りできるメダカちゃんは今いる子達
でさいごになります

もも忍者

メダカの赤ちゃん

帯状疱疹～実は子どものころにかかった水ぼうそうが原因

ハロウィンハウス？

介護にまつわる用語について分かりやすく説明します

（記：株式会社アスリート 副社長 清水（須山）成美）

体の片側に痛みを伴う“赤いブツブツ” や“水ぶくれ”ができる帯状疱疹は、水ぼうそうウイルスが原
因です。

子どもの頃に水ぼうそうにかかった後、ウイルスはそのまま神経の根元に潜みます。その後、何年も
経過して、加齢や病気の後など体が弱ったときに潜んでいたウイルスが再び力を取り戻して帯状疱疹
が起こるのです。
帯状疱疹は一度だけなる人が多いですが、２０人に１人くらいの割合で２回以上かかることがあります。
欧米では５０歳以上の人に帯状疱疹ワクチン接種が勧められています。

帯状疱疹になってしまったら、栄養と睡眠を十分にとり、過度な疲労やストレスを避けるよう心がけま
しょう。通常は皮膚の症状が治まると痛みも消えます。初期から痛みが強い場合などは、ピリピリとし
た神経痛が残る場合がありますが、早期治療により防ぐことが可能です。痛みを伴う皮疹が出たら、
早めにかかりつけの医師に相談し、皮膚科専門医を受診するようにしましょう。
【特徴】（その方により症状や感じ方は違います。）
⚫ 右半身か左半身のどちらか一方に集まって発疹が出る。
⚫ 発疹は赤みとピリピリとするような痛みをともなう。
⚫ 皮膚の正面だけでなく奥からも痛みを感じる。
⚫ 発疹は水ぶくれになる。
⚫ 水ぶくれはかさぶたになった後に治る。 日本医師会：日医ニュースより

そもそも自立支援とは何か
自立支援とはその方が持つ力を活用しながら、在宅生活を送れる事をいいます。 
自立支援介護に必要な４つのケアとは、①水分②栄養③運動④便通です。 
自立支援介護で期待できることは、①本人のQOLの向上②家族の介護負担の減少③要介護度
の改善です。 
自立支援とは要介護者の残存能力を活かしつつ、必要な部分のみ介護を行い、その方が自分だ
けの能力で日常生活を送れるよう行う支援です。1日に1.5Lの水分・1,500kcalの栄養摂取、1日に
2km以上の歩行などが自立支援介護に必要なケアの具体例です。本人のQOLの向上や家族の
介護負担の減少、要介護度の改善が自立支援介護を行う上で期待できます。不必要な介護は要
介護者だけでなく、介護者に対しても不利益を生む可能性があることを、頭の片隅に置きましょう。
自立支援の側面に立ち、日々の介護を行うようにしたいところです。

１０月のアイスタッフでは、様々な場所でハロウィンの飾りや作品
を展示しておりました。デイの出入り口もハロウィンの小径に🎃
もも忍者の切り絵はジャックオーランタンと猫が題材のハロウィン
らしい作品でした✨
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